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社会情動的コンピテンスを育成するカリキュラム開発の基礎研究
―協働的学び合いを中心とした 世紀型スキル向上を手がかりとして―

○松永健一郎（岐阜大学） 吉澤寛之（岐阜大学）
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旧来，人の生涯にわたる適応を支える能力とし

て，知能指数（ ）に代表される認知的な能力に

主たる関心が向けられてきた。しかし， の台頭

により，今までの生活や教育の在り方が一変する

時代となることが予想される 世紀においては，

社会情動的コンピテンス（非認知スキル）の向上

が，記憶力や学力， などの「賢さ」に関する認

知スキルよりも社会的成功に結びつきやすいと言

われている 。

昨年度の勤務校である 市立 小学校では，平

成 年社会科全国大会の開催に向けて，「協働的

学び合い」を中核にすえて，特色ある教育活動を

行う中で， 世紀型スキルの向上を図り，平成

年度全国学力学習・状況調査において，顕著に高

い結果を得ている。そこで，同様の学力の高さを

示す 小学校や学力の低い 小学校との比較から，

小学校における社会情動的コンピテンスや 世

紀型スキルの特長を明らかにする。その結果から，

小学校のカリキュラムを発展させ，社会情動的

コンピテンスや 世紀型スキルの育成につなが

る統合的なカリキュラムの提案を試みる。

方 法

調査対象者 校（ 年生男 名，女 名； 年

生男 名，女 名，不明 名）， 校（ 年生男

名，女 名； 年生男 名，女 名）， 校

（ 年生男 名，女 名； 年生男 名，女

名）の児童を対象に， 年 月に，各学級の

担任が学活を使って調査を実施した。なお，平成

年度全国学力学習状況調査の教科平均正答率

は， 校 ， 校 ， 校 であった。

測定内容

世紀型スキルに相当する授業場面の批判的

学習態度（楠見他 ； 項目， 件法 ，友達

と会話をするスキル（山口他 ； 項目，

件法），他者理解スキル（東海林他 ； 項目，

件法），貢献度・所属感・信頼感（高坂 ；

項目， 件法）の 尺度，非認知能力に相当する

集団場面で自分をおさえるスキル（山口他

； 項目， 件法），行動の積極性・能力の社

会的位置づけ（赤松他 ； 項目， 件法），

共感性・視点取得・共感的関心（長谷川他 ；

項目， 件法），根気・一貫性（西川他 ；

項目， 件法）の 尺度を実施した。

結果と考察

上記の各尺度を従属変数，学校別（ 校）を要

因とする分散分析を行った。「授業場面の批判的学

習態度」（ ），「友達と

会話をするスキル」（ ），

「他者理解スキル」（ ），「貢

献度」（ ），「所属感・

信頼感」（ ），「集団場

面で自分をおさえるスキル」（

），「行動の積極性」（

），「 能 力 の 社 会 的 位 置 づ け 」（

），「共感性・視点取得」（

），「共感性・共感的関心」

（ ），「 根 気 」（

）「 一 貫 性 」（

）という結果を得た。「他

者理解スキル」「能力の社会的位置づけ」を除くす

べての尺度で有意となり，多重比較の結果，おお

むね 校の得点が 校や 校を上回ることが示さ

れた（ ）。

小学校の社会情動的コンピテンスや 世紀型

スキルの高さが実証されたことから，同校のカリ

キュラムを発展させ，学校内外の活動に「自己調

整学習」を核に据えたサイクルを位置づけ，「教科」

「総合」「学校行事」「学級活動」「部活動」など，

学校内外のあらゆる活動に対して，自らをモニタ

リングしながら，自分で立てた目標を最後までや

りきれる生徒の育成を図る。また，「探求的会話を

支えるグランド・ルール」

を参考に，話し合いのスキルを高めていく。

このような活動を浸透させることは，社会情動

的コンピテンスや 世紀型スキルのさらなる向

上を図ることが有効であるといえる。今後は，

市内の他の小中学校において，本研究の結果から

提案されたカリキュラムを実践して効果検証する。

自分を抑えるスキルの多重比較分析
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児童生徒のあいさつ・感謝・謝罪スキルと
学校適応感の関連に関する調査研究（ ）

―小学校担任教師のスキル実行に対する自己評定からの検討―

○藤枝静暁（埼玉学園大学） 藤原健志（埼玉学園大学）
和気淑江（埼玉学園大学大学院） 相川 充（筑波大学）

キーワード：小学校，担任教師，ソーシャルスキル

目 的

大対・大竹・松見 2007 は，学校不適応問題に

対して効果的に予防介入を実施するためには，子

どもの学校適応の正確かつ妥当なアセスメントが

必要になると述べ，学校適応アセスメントの３水

準モデル（３水準モデルと記す）を提案した。本

研究では，３水準モデルの水準１の環境要因とし

て，教師自身があいさつ・感謝・謝罪スキルをど

の程度実行しているかと実行する理由を調査し，

明らかにする。分析では，小学校現場では今日急

速に若手・新人教員が増加している実態を踏まえ，

年代差と性差を検討する。

方 法

調査対象者，時期，手続き 関東のある地区の小

学校 70 校の教師 94 名であった。アンケート調査

は 2018 年夏休みに開催された教員研修会で行わ

れた。

調査内容 まず，性別，勤務年数，年齢層，担当

学年と非担任の場合の役割を尋ねた。教師から見

た児童の以下の様子を尋ねた。水準１である「あ

いさつスキル」，「感謝スキル」，「謝罪スキル」

に関して，教師自身の実行と児童の実行について

３項目ずつ計９項目を尋ねた。教師自身が実行す

る理由を自由記述法で尋ねた。また，「ルール遵

守」と「感情制御」について各１項目を尋ねた。

水準２として「人間関係」「助け合い」「学習活

動」，水準３として「学級生活安心感」の各１項

目，計４項目を尋ねた。回答は全て４件法であっ

た。最後に，子ども達にとって必要と思われるソ

ーシャルスキルを自由記述法で尋ねた。

倫理的配慮 研修会主催者よりアンケート実施許

可を得た。また，調査対象者には，回答は自由で

あること，無記名でよいこと，個人情報保護を遵

守することなどを伝え，同意を得た。

結果と考察

分析対象者 回答に不備があった者，担任をして

いない者を除外し， 校の担任教師 名を分析

対象とした。分析対象者の特徴は，男性 名，女

性 名であった。 歳代が 名 ％ と多く，

残りが 歳代 ％ ， 歳代 ％ ， 歳代

％ であった。それゆえに， 歳代と 歳代

以上に分けて分析する。勤務年数の全体平均は

年であった。 歳代は

年， 歳代以上のそれは 年であり

有意に高かった 。

教師自身の３つのスキルの実行に対する自己認知

の結果 各スキルについて，年代 歳代・ 歳

代以上の２水準)×性 男・女の２水準 の２要因分

散分析を行った。あいさつスキルにおいて性の有

意傾向が見られ ，男

点 ＜女 点 であった。その理由の一例とし

て，「互いの気持ちがよくなるように。コミュニケ

ーションの１つとして。 歳代，女 」であった。

感謝スキルにおいて有意傾向の交互作用が見られ

， 歳代以上において男

点 ＜女 点 であり，男におい

て ， 歳 代 以 上 点 ＜ 歳 代

点 であった。その理由として，「率先して

自分から挨拶をすることによって子ども達にも見

習ってもらいたい。 歳代，男 」があった。謝

罪スキルにおいて有意な交互作用が見られ

， 歳代以上において男

点 ＜女 点 であり，男におい

て ， 歳 代 以 上 点 ＜ 歳 代

点 であった。その理由として，「子どもよ

り先にを心がけている 歳代，女 」があった。

歳代の教師がより積極的にスキルを実行して

いると自己評価している実態が明らかになった。
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